
　（滋賀県多賀町）

２０２２年１１月
（第17５号）

・決算特別委員会

・９月定例会

・議員定数削減

・予算特別委員会・臨時会

・総務常任委員会
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・産業建設常任委員会

・子ども議会

・町政を問う(９人が一般質問)

・意見交換会

・地域おこし協力隊
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９

１３

１８

２０

大瀧神社大蛇ヶ淵の紅葉大瀧神社大蛇ヶ淵の紅葉大瀧神社大蛇ヶ淵の紅葉

増田 辰也 氏 提供増田 辰也 氏 提供



２議会広報 たが　２０２２年11月３ 議会広報 たが　２０２２年11月

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

令和3年度の令和3年度の令和3年度の
決算を審査決算を審査決算を審査

決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会

歳入歳入歳入歳入

歳出歳出歳出歳出 ５３億9103万円５３億 1 39910 万円５３億9103万円５３億9103万円
５６億9370万円５６億 3799370万円５６億9370万円５６億9370万円

実質収支　▶▶▶
（歳入－歳出－繰越財源）

財源の構成は財源の構成は

町債の残高は町債の残高は

町税収入の内訳は町税収入の内訳は

自
主
財
源

依
存
財
源

町税

分担金・負担金

使用料・手数料

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

合計合計

１６億８５２５

２９０５

８９０

３８９

２１２５

３０９５

２億８４６０

３億２９５１

２３億９３４０２３億９３４０

地方交付税

国庫支出金

地方譲与税

地方特例交付金

県支出金

地方消費税交付金

法人事業税交付金

自動車税環境性能割付金

町債

その他

合計合計

１５億１４７８

７億５４９４

６３７０

３１５０

２億３９２０

１億９５６４

６１５８

５６６

４億１９６０

１３６８

３３億　　２８３３億　　２８

住民税

　　個人住民税

　　法人住民税

固定資産税　

軽自動車税

たばこ税

鉱産税

合計合計

５億４７７６

３億３４９６

２億１２８０

１０億５１４７

３１６３

５３１０

１３０

１６億８５２６１６億８５２６

２億３９９６万円
 （４年度に繰り越されます）

（万円）（万円）

基金の残高基金の残高は（３年度末）３年度末）

財政調整基金

減債基金

社会福祉基金

公共施設等維持管理基金

まちづくり基金

土地開発基金

ふるさと水と土の保全基金

合計合計

１４億８４７７

６０３８

８０８２

１億１８４１

１７９４

４３１８

３２００

１８億３７５０１８億３７５０

（万円）

（万円）

前年比 2.5 億円減
▲4.2％

前年比 2.7 億円減
▲4.8％

公共事業等債

防災・減災・国土強靭化緊急対策事業

災害復旧事業債

教育・福祉施設等整備事業債

一般単独事業債

その他の地方債

合計合計

９億２５４２

９８５０

３０４３

（
42
・
0
％
）

（
58
・
０
％
）

６億　７８７

８億８８３８

２６億２３５９

５１億７４２０５１億７４２０

消防費　消防団５６人・各字自警団３２・婦人消防隊３

大滝地域活性化支援委託費

農村まるごと保全向上対策事業

　　　　　　　　　　　　　１４団体　１１１２万円

集落獣害自営組織育成、小規模農地獣害対策補助

中山間地域等直接支払制度　　　　４組織４２７万円

中山間地域農業用機械等導入支援事業

　　　　　　　　　　　　　　　７件　１４００万円

コロナ感染症対策農業者緊急支援交付金

　　　　　　　　　　　　　１５１軒　１０００万円

がんばる商店応援補助金　　　　　２件　３７７万円　

地図情報システム構築事業

まちづくり活動支援金　　　　　　　　　　３７集落

土地改良事業対策

　芹川ダム耐震工事、犬上川ダム施設更新工事

放置林境界明確化事業　佐目・入谷・南後谷区で実施

有害鳥獣駆除事業

　　　　　　　捕獲シカ４４、イノシシ５、サル９頭

里山防災整備事業　多賀区、四手区で実施

観光協会振興支援交付金　　　　　　　　２００万円　

災害備蓄品整備　パン缶詰１３３４食ほか購入

住民税非課税世帯臨時特別給付金事業　　５０３世帯

ふれあいの郷空調設備更新事業

子育て世帯臨時特別給付金（１０万円）支給者７０７人

ワクチン接種対策事業　　　　　　総額７０４３万円

コロナ感染症福祉事業所給付金　　　　　１０事業所

長寿祝い金事業　　　　９５歳１０人、１００歳１人

在宅障害者支援　各施設で就労支援など相談事業、

　　　　　　　　ガソリン費補助

児童福祉費　出産奨励祝金第３子１５人、

　　　　　　第４子以降３人に支給

子育て支援費（育児用品補助）　　　　　　 ２５６人

低所得者の子育て世帯に対する

　子育て世帯生活支援特別支援金 (ひとり親世帯分 )

　　　　　　支給者４６人 (支給対象児童数８１人 )

予防接種事業　子宮頸がん　　　　　　　　　２２人

　　　　　　　高齢者インフルエンザ　　１９２６人

　　　　　　　高齢者肺炎球菌予防接種　　　６１人

特定不妊治療助成

人工授精治療助成

福祉・健康づくり

まちづくり・保全

放課後児童クラブ建設事業

認定子ども園建設費、実施設計と用地取得

ＧＩＧＡスクール構想事業（ＩＣＴ支援員設置費）

敏満寺石仏谷墓跡保存整備事業

　町指定文化財修理等補助金

民間保育所施設（なつめ保育園）型給付費

施設面

　多賀小学校 … プールサイド床改修、

　　　　　　　　自動火災報知設備更新

　大滝小学校 … 図書室の空調、電話交換機更新

　多賀中学校 … テニスコート改修、

　　　　　　　　計画的な音楽備品調達

図書館・博物館入館者　　　　　　　　１０４７４人

個人貸出点数　　　　　　　　　　　１０２０７８点

あけぼのパーク　屋内設備、修繕など

青少年育成事業　春秋のあいさつ・新成人のつどい

人権教育推進事業

　Ｚｏｏｍ活用した人権教育推進リーダー研修会開催

生涯学習推進事業

　出前講座を２５回開催し情報を提供

教育・生涯学習

空き家対策事業　　　　　　　　　　　　　　　４件

凍結防止剤散布車更新事業

萱原地区急傾斜地崩壊対策事業

ふるさと納税事業　　　　　　７８６件１７８６万円

ＯＣＲシステム運用事業

電子入札システム使用料

災害復旧事業（８月１４日豪雨災害）　　 ５１８万円

消防積載車・ハザードマップ更新・被災住宅緊急支援

除雪対策事業

若者の新規住宅取得、多世代同居の増改築固定資産税

を助成

マイナンバーカード発行数　　　　　　　　９５９人

住宅リフォーム促進事業補助　　　３５件５８７万円

行政事務・防災

令令令和和和３３３年度年度年度ののの事業事業事業ををを審査審査審査令和３年度の事業を審査令和３年度の事業を審査令和３年度の事業を審査

歳歳歳入入入入（税収（税収（（税収）））ににに応じた歳出決算応じた歳出決算応じた歳出決算歳入（税収）に応じた歳出決算歳入（税収）に応じた歳出決算歳入（税収）に応じた歳出決算
今年度も続いたコロナ禍今年今年度も 禍続 た ナい ロいたコロナ禍今年度も続いたコロナ禍今年度も続いたコロナ禍

主 な 歳 出 決 算 額  （目的別）
単位 ： 万円

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

諸支出金

５億３３６９

１６億７２１８

２億８１２８

５億１４２４

４億２８２２

９.９

３１.０

５.２

９.５

７.９

▲８億２０７９

２億７７１３

▲６８６６

▲９８３

３億１８８０

項 目 金 額 増 減 比率%

消防費

衛生費

商工費

教育費

公債費

１億８３５５

４億６１７４

４２７４

６億８４１０

５億１４９４

３.４

８.６

０.８

１２.７

９.６

１５５３

９５５５

▲６９２

▲１億　７６３

３２８０

項 目 金 額 増 減 比率%

内
訳



９
月
定
例
会

議
員
定
数
削
減

①
多
賀
町
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て

　

再
任
　
　

山
中
　

健
一
氏

②
多
賀
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　

新
任
　
　

豊
原
　

真
人
氏

③
〜
⑤
多
賀
町
多
賀
財
産
区

管
理
委
員
の
選
任
に
つ
て

　

再
任
　
　

桂
　
　

善
蔵
氏

　

新
任
　
　

夏
原
　

宏
和
氏

　

新
任
　
　

近
藤
　

敏
昭
氏

①
３
年
度
多
賀
町
の
財
政
の 　

健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び

　

資
金
不
足
比
率
の
報
告

①
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
決
可
決

②
多
賀
町
福
祉
医
療
費
助
成

　

条
例
一
部
の
改
正
　

可
決
可
決

③
多
賀
町
老
人
福
祉
医
療
費

　

助
成
条
例
一
部
の
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
決
可
決

④
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　

算
(
第
４
号
)

歳
入
歳
出
の
予
算
の
総
額
に 　

そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
４
０
３

　

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

　

出
そ
れ
ぞ
れ
60
億
７
２
０

　

４
万
円
と
す
る
。

(
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査
)

⑤
４
年
度
多
賀
町
国
民
健
康

　

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

(
第
２
号
)

　
　
　
　

可
決
可
決

⑥
４
年
度
多
賀
町
介
護
保
険

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

(
第
１
号
)

　
　
　
　

可
決
可
決

①
３
年
度
多
賀
町
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

(
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
)

②
３
年
度
多
賀
町
国
民
健
康

　

保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入

　

歳
出
決
算
の
認
定

③
３
年
度
多
賀
町
介
護
保
険

　

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
の
認
定

④
３
年
度
多
賀
町
後
期
高
齢

　

者
医
療
事
業
特
別
会
計
歳

　

入
歳
出
決
算
の
認
定

⑤
３
年
度
多
賀
町
育
英
事
業

　

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

の
認
定

(
②
〜
⑤
【
総
務
常
任
委
員

　

会
】
で
審
査
)

⑥
３
年
度
多
賀
町
多
賀
財
産

　

区
管
理
会
別
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
の
認
定
　
　

可
決
可
決

⑦
３
年
度
多
賀
町
大
滝
財
産

　

区
管
理
会
別
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
の
認
定
　
　

可
決
可
決

⑧
３
年
度
多
賀
町
霊
仙
財
産

　

区
管
理
会
別
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
の
認
定
　
　

可
決
可
決

⑨
３
年
度
び
わ
湖
東
部
中
核

　

工
業
団
地
公
共
緑
地
維
持

　

管
理
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　

算
の
認
定

９

月

定

例

会

〜

9
　6

 9
　30

⑩
３
年
度
多
賀
町
農
業
集
落

　

排
水
事
業
別
会
計
歳
入
歳

　

出
決
算
の
認
定

⑪
多
賀
町
水
道
会
計
の
利
益

　

の
処
分
お
よ
び
３
年
度
決

　

算
の
認
定

⑫
３
年
度
多
賀
町
下
水
道
事

　

業
会
計
決
算
の
認
定

(
⑨
〜
⑫
【
産
業
建
設
常
任

　

委
員
会
】
で
審
査
)

①
多
賀
町
議
会
の
議
員
定
数

　

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

　

改
訂
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　

賛
成
多
数
　

可
決

賛
成
多
数
　

可
決

　

詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
参
照

①
ゴ
ミ
の
抜
本
的
な
減
量
計

　

画
の
策
定
を
求
め
る
請
願

(
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
審
査
)

②
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
町

　

補
助
金
を
求
め
る
請
願

(
総
務
常
任
委
員
会
で
審
査
) 　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
公
的
補
助
制

度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　

川
添
議
員
　

提
出

国
に
提
出
　

可
決
可
決

　

４
年
度
多
賀
町
一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
５
号
)

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
３

６
９
１
万
円
を
追
加
し
、

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
61
億

８
９
５
万
円
と
す
る
。

歳
入

国
庫
負
担
金
　

５
１
３
万
円

繰
越
金
　
　
　

１
７
０
万
円

雑
入
　
　
　
　
　
　

23
万
円

歳
出

微
税
費
　
　
　

１
７
０
万
円

保
健
衛
生
費
３
５
２
１
万
円

主
な
事
業

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業

　
　
　
　
　

３
５
２
１
万
円

町
税
過
年
度
還
付
金

　
　
　
　
　
　

１
７
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
決
可
決

９
月
定
例
会
は
、
３
年
度

決
算
、
同
意
５
件
、
報
告

１
件
、
議
案
６
件
、
認
定

12
件
、
発
議
１
件
、
請
願

２
件
を
審
議
し
た
。

追
加
案
件

発
委
１
件
、
議
案
１
件
。

同
　

意

請
　

願
(
第
４
・
５
号
)

発
　

議
(
第
３
号
)

報
　

告

議
　

案

認
　

定

補
正
予
算 赤字

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

なし

７.３％

２２.３％

なし

健全財政を維持

の を２削減の を２削減
現行の１２人を１０人とする現行の１２人を１０人とする現行の１２人を１０人とする現行の１２人を１０人とする

議員発議 第３号                                         （議長は採決には参加しない）

多賀町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例（５年１月１日施行） 

【提出者】 大橋・近藤　　【賛成者】 川添・竹内・富永

【提案理由の内容】

　 議会定数は、 昭和４３年に２０人→１２人に削減された。 その当時の人口は９，３００人であった。 その後

人口減少が続き４年８月末の人口は７，５００人で５４年の間に１，８００人減少している。 議員定数を定める

うえで、 人口は大きな要素である。

　 また、 平成２３年から継続し検討している議会改革特別委員会で、 定数の現状維持から削減へ推移して

いるのも事実である。 併せて議会基本条例において、 議員は町民の意見、 要望などを的確に把握し町民

の代表として活動しなければならないとあることから、 先延ばしせず定数を改正するものである。

討
　
　
　

論

討
　
　
　

論

討
　
　
　

論

発
　

委
(
第
１
号
)

議
　

案

４議会広報 たが　２０２２年11月５ 議会広報 たが　２０２２年11月

採決の結果採決の結果採決の結果 賛成：７（大橋・川添・富永・竹内・川岸・近藤・神細工） 反対：４（山口・菅森・木下・清水）

議
員
定
数
削
減
に
反
対
し
ま
す
。
（山 

口
）

　

二
元
代
表
制
の
下
、
地
方
議
員
は
、
多
様
な
住
民
要
求
を
把

握
し
、
住
民
の
様
々
な
要
求
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

住
民
目
線
で
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
な
政
策
の
最
終
決
定 

・
行
財
政
運
営
の
批
判
と
監
視

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
議
員
の
職
責
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
意
向
を
尊
重
し
、
多
賀
町
の
人
口
規
模
に
合
わ
せ
た

議
員
定
数
の
見
直
し
に
つ
い
て
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
賀
町
の
地
理
的
条
件
や
人
口
の
偏
在
等
を

考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
議
会
監
視
機
能
を
低
下
さ
せ
ず
、

２
つ
の
常
任
委
員
会
で
活
発
な
討
議
が
で
き
る
議
員
数
の
確
保

に
鑑
み
て
、
現
在
の
議
員
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
考
え
る
。

議
員
定
数
削
減
に
賛
成
し
ま
す
　

（
川 

添
）

　

平
成
23
年
に
議
会
改
革
に
関
す
る
企
画
書
を
作
成
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト(

研
究
・
討
議)

を
重
ね
、
ま
ず
議
員
定
数
か
ら
検
討

を
始
め
、
議
会
基
本
条
例
、
議
会
運
営
の
あ
り
方
な
ど
全
25
項

目
を
研
究
、
成
果
を
全
議
員
が
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
の
町
議
会
議
員
選
挙
が
無
投
票
の
結
果
に
な
り
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
議
員
定
数
削
減
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
地
域
か
ら
の
声
が
吸
い
上
げ
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
議
員
は
、
多
賀
町
全
体
の
問
題
を
考
え
る
議
決

機
関
で
あ
り
地
域
代
表
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
の
先
延

ば
す
こ
と
に
な
れ
ば
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
つ
見
放
さ
れ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

議
員
定
数
削
減
に
反
対
し
ま
す
。
（
菅 

森
）

　

定
数
問
題
は
平
成
23
年
か
ら
幾
度
も
議
論
審
議
さ
れ
、
平
成

28
年
と
30
年
で
は
現
状
維
持
が
大
半
で
あ
っ
た
。
２
年
度
か
ら

再
度
議
論
さ
れ
現
状
維
持
が
３
人
、
多
い
が
６
人
、
そ
の
他
３

人
。
削
減
理
由
と
し
て
定
数
が
多
い
と
聞
く
、
人
口
規
模
に
対

し
10
人
で
よ
い
な
ど
根
拠
が
あ
い
ま
い
で
、
地
域
性
な
ど
の
実

情
を
踏
ま
え
現
状
維
持
が
望
ま
し
い
と
委
員
長
報
告
さ
れ
て
い

る
。
方
向
性
と
し
て
本
町
は
３
つ
の
谷
に
分
か
れ
、
平
た
ん
地
、

山
間
地
域
に
分
か
れ
、
地
域
に
よ
っ
て
問
題
課
題
も
異
な
る
こ

と
か
ら
幅
広
く
住
民
の
意
見
を
反
映
す
る
に
は
、
現
状
維
持
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　

定
数
削
減
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
低
下
・
議
員
の
偏
り
が

生
じ
少
数
で
物
事
が
決
ま
っ
て
い
く
危
険
性
も
残
る
。
多
賀
町

議
会
基
本
条
例
で
は
「
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
を
改
正
す
る
場

合
、
町
民
の
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
明
確
な
改
正
理
由
を
付
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
条
例
に
反
す
る

こ
と
と
、
調
査
、
聞
き
取
り
が
不
十
分
で
削
減
理
由
が
あ
い
ま

い
な
ま
ま
賛
成
は
で
き
な
い
。

議
員
定
数
削
減
に
賛
成
し
ま
す
。
（
竹 

内
）

　

私
は
今
回
提
出
さ
れ
ま
し
た
議
員
定
数
の
削
減
は
、
私
も
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
定
数
削

減
に
お
い
て
は
長
年
に
わ
た
り
今
日
ま
で
議
論
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。
議
員
定
数
の
ほ
か
に
も
報
酬
や
議
員
の
な
り
手
不

足
、
議
会
改
革
の
課
題
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ

る
。
町
発
展
に
熱
い
思
い
を
持
つ
町
民
が
参
加
し
や
す
い
議
会

に
し
て
い
く
た
め
に
も
ス
リ
ム
化
が
必
要
。 



予
算
特
別
委
員
会
・
臨
時
会

委
員
会
報
告

総
務
課
所
管

総
務
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

教
育
委
員
会
所
管

教
育
委
員
会
所
管

主
な
歳
入

交
付
税
　
　

５
５
９
４
万
円

Ｓ
Ｉ
Ｃ
・
保
育
園
関
係

　
　
　
　
　

４
６
４
０
万
円

獣
害
・
農
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

繰
越
金
　
　

４
３
６
３
万
円

基
金
繰
入
金
▲
９
４
０
万
円

こ
ど
も
園
建
設
入
札
差
金

　
　
　
　

▲
４
０
６
０
万
円

臨
財
政
費
▲
１
９
８
７
万
円

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
小
型
消
防

ポ
ン
プ
　
　
　

２
２
０
万
円

町
債
減
額
▲
１
９
１
７
万
円

主
な
歳
出

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　

６
万
円

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
小
型
消
防

ポ
ン
プ
　
　
　

２
２
０
万
円

配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

　
　
　
　
　
　

１
３
３
万
円

職
員
退
職
に
よ
る
任
用
職
員

報
酬
　
　
　
　
　
　

22
万
円

粗
大
ご
み
収
集
費

　
　
　
　
　

１
０
５
９
万
円

物
価
高
騰
対
策
費

　
　
　
　
　
　

２
２
７
万
円

獣
害
対
策
費
　

２
２
９
万
円

大
型
農
機
購
入
補
助
金

　
　
　
　
　
　

１
９
０
万
円

林
道
補
修
費
　
　
　

80
万
円

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
　

77
万
円

各
種
除
雪
費
　

５
６
９
万
円

除
雪
メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
新
設

　
　
　
　
　
　

２
６
２
万
円

町
道
補
修
　
　

１
３
６
万
円

中
川
原
工
業
団
地
樹
木
伐
採

　
　
　
　
　
　

２
１
５
万
円

Ｓ
Ｉ
Ｃ
関
係
(
敏
満
寺
区
へ

交
付
金
５
０
０
０
万
円
含
む
)

　

合
計
１
億
４
６
０
０
万
円

広
域
保
育
費
　

６
０
７
万
円

こ
ど
も
園
備
品
購
入
費

　
　
　
　
　

２
４
７
５
万
円

た
き
の
み
や
こ
ど
も
園
電
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
　
　

２
４
８
万
円

エ
ア
コ
ン
修
理
３
８
７
万
円

中
学
ネ
ッ
ト
新
設
　

76
万
円

1億2403万円追加1億2403万円追加1億2403万円追加1億2403万円追加1億2403万円追加1億2403万円追加 総総総  60億7204億7204額 60億7204額 60億7204 にに円円にに円に円に総額 60億7204万円に総額 60億7204万円に総額 60億7204万円に総額 60億7204万円に
４年度多賀町一般会計補正予算（第４号）４年度多賀町一般会計補正予算（第４号）４年度多賀町一般会計補正予算（第４号）４年度多賀町一般会計補正予算（第４号）

歳　　出 歳　　入（万円） （万円）

総務管理費

社会福祉費

児童福祉費

保険衛生費

環境衛生費

農業費

林業費　　

商工費

道路橋梁費

消防費

教育総務費

小学校費

中学校費

公共土木施設災害復旧費

　６４

１４３

▲６４０５

２２

１０５９

６８２

８０

７７

１億５７７７

２２０

７０

３８７

７６

１５１

地方特例交付金

地方交付税

負担金

国庫負担金

国庫補助金

国庫交付金

県負担金

県補助金

県委託金

基金繰入金

繰越金

雑入

町債

１８

５５９４

７２

３０４

４６０８

▲２７１

１５２

３４２

５

▲９４０

４３６３

７３

▲１９１７

9
　16

 

歳
入
　

８
億
９
８
９
３
万
円

歳
出
　

８
億
３
１
４
８
万
円

加
入
世
帯
　

１
２
０
０
世
帯

　
　
　
　
　

１
６
０
５
人

一
人
当
た
り
医
療
費

　
　
　
　
　
　
　
　

43
万
円

高
額
医
療
費
最
高
額
は
月
４

０
０
万
円
。

歳
入
　

１
億
１
１
０
５
万
円

歳
出
　

１
億
　

９
３
４
万
円

加
入
者
　
　
　

１
３
３
６
人

　

１
割
負
担
　
　

２
２
２
人

　

２
割
負
担
　

１
０
６
２
人

　

３
割
負
担
　
　
　
　

52
人

一
人
当
た
り
医
療
費

　
　
　
　
　
　
　
　

85
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

多
賀
町
育
英
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

総
務
常
任
委
員
会

9
　14

　

３
回
目
接
種
完
了
か
ら
５

カ
月
以
上
経
過
し
た
　

①
60

歳
以
上
　

②
基
礎
疾
患
を
有

す
る
18
歳
以
上
60
歳
未
満
　

接
種
期
間

　

７
月
19
日
か
ら
９
月
30
日

　

給
付
費
総
額
７
億
２
０
４

６
万
円
。

　

町
が
運
営
主
体
で
40
歳
以

上
が
加
入
。

40
歳
か
ら
64
歳
２
１
７
０
人
、

65
歳
以
上
２
５
１
４
人
。

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

３
５
５
人
(
14
・
３
％
)
滋
賀

県
下
で
低
い
認
定
率
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
・
福
祉
保
健
課
・
社
会
福

祉
協
議
会
が
出
席
し
、
情
報

交
換
研
修
を
月
１
回
開
催
。

　

生
活
保
護
世
帯
・
生
活
困

窮
者
へ
の
対
応
と
し
て
聞
き

取
り
見
回
り
を
行
い
対
応
し

て
い
る
。

　

理
解
が
十
分
で
な
い
た
め
、

正
し
く
理
解
し
見
逃
す
こ
と

な
く
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
る
よ
う
研
修
会
を
計
画
。

　

自
立
支
援
給
付
と
地
域
生

活
支
援
事
業
に
大
別
。

　

３
年
度
利
用
状
況
は
、
1

カ
月
あ
た
り
居
宅
介
護
15

人
・
生
活
介
護
20
人
・
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
17
人
。

　

町
独
自
の
事
業
と
し
て
、

４
年
度
か
ら
療
育
手
帳
Ｂ
判

定
を
受
け
て
い
る
方
、
そ
の

家
族
が
支
払
っ
た
軽
自
動
車

税
ま
た
は
自
動
車
税
相
当
額

上
限
１
２
９
０
０
円
補
助
な

ど
。

　

中
学
校
卒
業
ま
で
が
対
象

３
年
度
６
１
５
人
。

　

第
３
子
５
万
円
・
第
４
子

以
降
10
万
円
。

　

３
年
度
、
第
３
子
15
人
・

第
４
子
３
人
。

　

胃
が
ん
２
８
０
人
、
子
宮

頸
が
ん
３
０
１
人
、
乳
が
ん

２
５
０
人
、
大
腸
が
ん
５
２

９
人
、
肺
が
ん
３
８
０
人
受

診
。

　

予
防
接
種
は
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
肺
炎
球
菌
、 

Ｂ

型
肝
炎
、
４
種
混
合
、
日
本

脳
炎
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
結

核
、
風
疹
混
合
、
水
痘
、
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

実
施
し
て
い
る
。

３
年
度
　

認
定
４
件
・

請
願
１
件
を
審
査

歳
入
　

８
億
６
２
３
４
万
円

歳
出
　

８
億
１
４
５
８
万
円

差
引
残
額
　

４
７
７
５
万
円

被
保
険
者
数
　

２
４
８
９
人

基
準
額
６
１
０
０
円

要
介
護
　

①
98
人
　

②
62
人

③
82
人
　

④
44
人
　

⑤
39
人

居
宅
サ
ー
ビ
ス
　

１
６
４
人

歳
入
　
　
　
　

３
１
１
万
円

歳
出
　
　
　
　

３
１
１
万
円

高
校
生

　
　

年
額
８
万
４
０
０
０
円

高
校
生
以
外

　
　

年
額
16
万
８
０
０
０
円

高
校
生
14
人
　

高
専
１
人

短
大
・
専
門
学
校
２
人
　
　

大
学
生
８
人

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
町
補

助
制
度
を
求
め
る
請
願

請
願
者

犬
上
生
活
と
健
康
を
守
る
会

　
　
　
　
　

西
澤
　

義
雄

　

加
齢
に
よ
る
難
聴
は
誰
し

も
起
こ
り
、
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
り
づ
ら
く
、
孤

独
感
疎
外
感
を
感
じ
、
家
に

閉
じ
こ
も
り
家
族
と
も
話
し

た
が
ら
な
い
傾
向
が
み
ら
れ

自
立
生
活
を
阻
害
す
る
要
因

で
認
知
症
発
症
進
行
の
恐
れ

が
あ
る
。

　

認
知
症
予
防
・
健
康
寿
命

の
延
伸
・
医
療
費
の
抑
制
に

も
つ
な
が
る
。

　

採
択
す
べ
き
と
す
る
こ
と

に
決
定

福
祉
保
健
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種

（
第
４
回
目
）
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
・

民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
の
連
携
に
つ
い
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業

障
が
い
者
自
立
支
援

に
つ
い
て

各
種
が
ん
検
診
・

予
防
接
種
に
つ
い
て

児
童
手
当
に
つ
い
て

出
産
奨
励
金
に
つ
い
て

請
　

願
(
第
５
号
)

7
　12
7

閉

会

中

の

調

査

閉

会

中

の

調

査

６議会広報 たが　２０２２年11月７ 議会広報 たが　２０２２年11月

　

４
年
度
多
賀
町
一
般
会
計

補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
６

４
６
８
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
を
59
億
４

８
０
０
万
円
と
す
る
。

歳
入

国
庫
交
付
金
５
４
８
７
万
円

繰
越
金
　
　
　

９
８
２
万
円

歳
出

総
務
管
理
費
　

１
５
８
万
円

社
会
福
祉
費
１
０
８
４
万
円

児
童
福
祉
費
　

１
０
６
万
円

農
業
費
　
　
　

７
３
２
万
円

林
業
費
　
　
　

１
３
４
万
円

小
学
校
費
　

３
８
９
１
万
円

中
学
校
費
　
　
　
　

62
万
円

社
会
教
育
費
　

３
０
１
万
円

主
な
事
業

多
賀
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

　
　
　
　
　

３
７
５
１
万
円

農
業
支
援
　
　

７
３
２
万
円

臨
時
会

臨
時
会
　 

第３回第３回

予算特別委員会（補正）予算特別委員会（補正）予算特別委員会（補正）予算特別委員会（補正）
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子
ど
も
議
会

委
員
会
報
告

99月子ども議会

 

　
　

町
づ
く
り
を
問
う

子
ど
も
議
員 

　
　

町
づ
く
り
を
問
う

が
質
問

人
が
質
問

1010◎大滝小学校の存続について

■ 川村 彌嵩さん（大滝小６年）
かわむら み　かさ

◎大滝小学校区の地域おこしについて

■ 岸本 唯里さん（多賀中１年）
きしもと いの り

◎広報等若年層向け工夫について 

■ 藤野 航平さん（多賀中２年）
ふじ の こうへい

◎活動環境の整備について

■ 鈴木 優衣さん（多賀中３年）
すず  き ゆ   い

◎安全な町づくりについて

■ 大町　 辿さん（多賀小６年）
おおまち てん

◎多賀町の人口増加について 

■ 富永 虹悠さん（大滝小６年）
とみなが に   ゆ

◎絵馬通りの交通事故対策について

■ 曽我 洸至さん（多賀中１年）
そ　が こう じ

◎誰もが住みやすい町づくりについて

■ 夏原 優衣さん（多賀小６年）
なつはら ゆ　い

◎野焼きについて

■ 教野 実桜さん（多賀中２年）
きょう　の み　お

◎税金について

■ 前川 緋里さん（多賀中３年）
まえがわ あか　り

 

　

基
金
残
高
は
、
２
年
度
末

３
億
４
２
０
０
万
円
か
ら
５

４
５
万
円
を
取
り
崩
し
、
３

年
度
工
業
団
地
緑
地
維
持
管

理
に
充
当
。

  

３
年
度
末
現
在
基
金
残
高

　
　
　

３
億
３
６
６
８
万
円

び
わ
湖
東
部
中
核
工
業

団
地
公
共
緑
地
維
持
管
理

特
別
会
計
決
算
の
認
定

産
業
建
設
常
任
委
員
会
9
　15

　

木
材
価
格
の
低
迷
や
後
継

者
不
足
な
ど
に
よ
り
森
林
所

有
者
の
林
業
へ
の
関
心
が
低

下
し
て
お
り
、
森
林
育
成
は

も
と
よ
り
、
放
置
さ
れ
た
森

林
の
荒
廃
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

森
林
は
、
木
材
や
林
産
物

の
供
給
の
ほ
か
防
災
や
地
球

温
暖
化
防
止
へ
の
貢
献
な
ど

多
様
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て

い
る
。 

Ｃ
Ｏ
2

の
吸
収
と
固

定
、
農
山
村
の
活
性
化
の
た

め
に
も
健
全
な
森
林
維
持
・

継
承
し
て
行
く
こ
と
が
、
次

世
代
へ
の
責
務
で
あ
る
。

①
　

森
林
境
界
明
確
化
と
し
、

　

佐
目
区
、
南
後
谷
区
、
入

　

谷
区
に
て
実
施
。

②
　

放
置
林
防
止
対
策
境
界

　

明
確
化
事
業
。

③
　

林
業
基
盤
の
整
備
と
し

　

て
、
林
道
整
備
事
業
、
造
林

　

事
業
の
実
施
。

④
　

間
伐
等
森
林
整
備
の
推

　

進
と
し
て
、
搬
出
間
伐
実

　

施
や
森
林
整
備
支
援
事
業

　

と
し
て
大
滝
山
林
組
合
へ

　

の
補
助
。

⑤
　

獣
害
対
策
。

⑥
　

新
た
な
木
材
産
業
の
確

　

立
と
し
て
、
原
木
土
場
の

　

整
備
、
木
材
乾
燥
施
設
、
木

　

材
加
工
機
械
の
導
入
。

⑦
　

木
材
の
消
費
拡
大
と
し

　

て
、
木
製
品
の
開
発
、
販
売

　

戦
略
の
検
討
、
町
産
材
木

　

材
消
費
の
支
援
。

⑧
　

森
林
、
林
業
、
木
材
産
業

　

に
関
す
る
普
及
啓
発
と
し

　

て
、森
林
学
習
事
業
、地
方

　

再
生
事
業
な
ど
。

　

当
日
は
大
雨
警
報
に
よ
り

原
木
流
通
土
場
の
現
地
視
察

は
中
止
し
ま
し
た
。

　

多
賀
町
に
お
け
る
観
光
は
、

情
報
発
信
は
さ
れ
て
い
る
が
、

各
団
体
や
施
設
と
の
情
報
共

有
の
不
足
、
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
環

境
の
整
備
の
遅
れ
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
の
参

加
が
少
な
い
、
新
た
な
地
域

資
源
の
周
知
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。

①
　

観
光
情
報
の
発
信
強
化

　

と
し
て
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
。

②
　

快
適
な
周
遊
、
滞
在
期

　

間
。

③
　

誘
客
の
促
進
。

④
　

地
域
資
源
を
生
か
し
た

　

観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

　

化
。

⑤
　

観
光
ガ
イ
ド
の
人
材
・

　

団
体
の
育
成
。

⑥
　

多
賀
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

　

ム
構
想
の
推
進
等
。

7
　19
7

閉

会

中

の

調

査

閉

会

中

の

調

査

３
年
度 

特
別
会
計
事
業

の
決
算
３
件
、
請
願
１

件
を
審
査

 

　

人
口
減
少
に
よ
る
収
入
の

減
少
、
更
に
は
経
年
劣
化
に

よ
る
施
設
の
維
持
費
の
増
加

と
厳
し
い
財
政
運
営
で
は
あ

る
中
、
農
業
集
落
排
水
施
設

機
能
保
全
計
画
お
よ
び
農
業

集
落
排
水
事
業
最
適
化
構
想

に
基
づ
き
、
健
全
な
経
営
に

努
め
た
い
。

　

３
年
度
末
地
方
債
残
高

　
　
　

３
億
３
１
３
７
万
円

　

企
業
債
償
還
の
据
え
置
き

期
間
が
終
了
す
る
と
と
も
に

元
金
償
還
額
は
増
加
す
る
た

め
、
よ
り
一
層
事
務
の
効
率

化
、
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め

た
い
。

　

３
年
度
末
企
業
債
残
高

　
　
　

26
億
９
８
４
８
万
円

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定

水
道
事
業
会
計
の
利
益
の

処
分
お
よ
び
決
算
の
認
定

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
平

成
元
年
に
事
業
着
手
し
て
以

来
、
当
初
予
定
し
た
19
集
落

全
て
の
面
整
備
事
業
が
平
成

20
年
度
で
完
了
。

　

現
在
、
神
田
地
区
を
加
え

21
集
落
。
４
年
３
月
末
で
の

水
洗
化
率
は
95
・
６
％
。

　

３
年
度
末
企
業
債
残
高

　
　
　

23
億
１
０
９
９
万
円

　

多
賀
町
が
「
ご
み
の
資
源

化
」
を
す
す
め
「
２
０
３
０

年
ま
で
に
ゴ
ミ
を
半
減
す

る
」
な
ど
の
抜
本
的
な
ご
み

減
量
計
画
を
立
て
る
こ
と
。

　

採
択
す
べ
き
と
す
る
こ
と

に
決
定

① 

今
後
の
林
業
の
あ
り
方

② 

観
光
行
政
に
つ
い
て

事
務
調
査
を
し
ま
し
た

産
業
環
境
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

下
水
道
事
業
特
別
会
計

決
算
の
認
定

林
業
行
政
の
取
り
組
み

観
光
の
取
り
組
み

ご
み
の
抜
本
的
な
減
量

計
画
の
策
定
を
求
め
る

請
願

請
　

願
(
第
４
号
)

観
光
行
政
の
課
題

除草作業除草作業除草作業
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大
滝
小
学
校
は
、
児
童

数
49
人
で
減
り
続
け
て
い
る
。

こ
こ
５
年
で
約
15
人
減
少
、

近
く
に
小
学
校
が
あ
っ
て
ほ

し
い
し
、
人
数
が
少
な
い
か

ら
先
生
も
児
童
一
人
一
人
を

し
っ
か
り
見
て
く
れ
る
。

　

自
分
が
入
学
、
卒
業
す
る

大
切
な
思
い
出
の
場
所
な
の

で
残
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

少
人
数
だ
か
ら
で
き
る
い

わ
な
給
食
や
、
大
滝
小
祭
り

な
ど
の
行
事
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
存
続
は
で

き
る
の
か
、
ま
た
対
策
は

教
育
長

　
　

学
校
が
存
続
し
て
行
く

た
め
に
は
学
校
に
通
う
子
ど

も
た
ち
が
い
る
こ
と
。

　

多
賀
町
で
は
、
住
ん
で
い

る
地
域
に
よ
り
学
校
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　

他
の
学
校
に
特
別
な
理
由

に
よ
り
通
学
申
請
が
あ
れ
ば
、

教
育
委
員
会
が
承
認
す
る
こ

と
で
大
滝
小
学
校
に
通
学
で

き
る
。
学
校
が
存
続
す
る
た

め
に
は
子
育
て
世
帯
の
方
が

た
く
さ
ん
住
む
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
。

　

現
在
、
多
賀
町
全
体
の
学

校
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
。
大
滝
小
学
校
だ
け
の

問
題
で
な
く
全
体
で
考
え
て

い
く
中
、
大
滝
小
学
校
の
在

り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

大滝小６年

川村 彌嵩さん

かわ むら み　かさ

 　

多
賀
小
学
校
区
に
は
コ

ン
ビ
ニ
や
住
宅
街
な
ど
が
あ

り
、
大
滝
小
学
校
区
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
バ
ス
路
線
が
廃

止
に
な
っ
た
地
域
も
あ
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
人
口
減
少

に
つ
な
が
り
、
生
活
が
ま
す

ま
す
不
便
に
な
ら
な
い
か
心

配
し
て
い
る
。
大
滝
小
学
校

区
の
地
域
活
性
化
や
人
口
増

加
に
つ
な
が
る
地
域
お
こ
し

に
つ
い
て
の
計
画
は

企
画
課
長

　
　

大
滝
地
域
の
人
口
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。

　

２
年
度
か
ら
３
年
度
に
か

け
、
大
滝
地
域
の
各
自
治
体

の
代
表
者
を
委
員
と
す
る
、

多
賀
町
里
づ
く
り
魅
力
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
。

地
域
の
課
題
魅
力
を
議
論
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

大
滝
小
学
校
の
給
食
は
と

て
も
お
い
し
い
と
好
評
で
あ

り
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
高

齢
者
の
世
帯
や
一
人
暮
ら
し

の
方
に
給
食
弁
当
、
移
送
サ

ー
ビ
ス
、
魅
力
発
信
の
拠
点

づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
が

提
案
さ
れ
、
４
年
度
か
ら
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
中
心
と

な
り
、
地
域
の
方
も
参
加
さ

れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
滝
里
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
一
緒

に
考
え
取
り
組
む
。

多賀中１年

岸本 唯里さん

きしもと いの　り

　
　

多
賀
町
で
は
、
議
会
だ

よ
り
や
、
広
報
た
が
な
ど
で

イ
ベ
ン
ト
や
学
校
、
園
の
様

子
、
公
民
館
や
図
書
館
な
ど

の
お
知
ら
せ
な
ど
を
発
行
さ

れ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
載
っ
て
い
て
読
む
の
が

楽
し
み
で
す
。

　

中
に
は
、
中
学
生
で
も
難

し
い
内
容
や
言
葉
が
あ
っ
た

り
し
て
理
解
で
き
な
い
部
分

も
あ
り
ま
す
。
読
み
や
す
く

わ
か
り
や
す
い
解
説
ぺ
ー
ジ

な
ど
が
あ
れ
ば
も
っ
と
知
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

企
画
課
長

　
　

議
会
だ
よ
り
、
広
報
た

が
で
は
、
紙
面
を
見
や
す
く
、

分
か
り
や
す
く
、
何
よ
り
読

ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
読
者
目
線
で
作
成
す

る
よ
う
気
を
付
け
て
い
る
が

工
夫
が
足
ら
な
か
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。

　

難
し
い
漢
字
に
は
振
り
仮

名
を
つ
け
て
い
る
が
、
紙
面

が
限
ら
れ
て
お
り
解
説
を
つ

け
す
ぎ
る
と
読
み
や
す
さ
を

損
な
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
普

段
聞
き
慣
れ
な
い
行
政
用
語

な
ど
の
説
明
ペ
ー
ジ
を
作
成

で
き
な
い
か
検
討
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
全
て

を
説
明
す
る
こ
と
は
時
間
も

か
か
り
難
し
い
。

多賀中２年

藤野 航平さん

ふじ　の こうへい

　
　

多
賀
中
学
校
は
創
立
50

年
を
超
え
て
お
り
、
様
々
な

箇
所
が
老
朽
化
し
て
き
て
い

る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
取
り

囲
む
フ
ェ
ン
ス
が
昨
年
雪
の

重
み
で
壊
れ
撤
去
さ
れ
ま
し

た
。
フ
ェ
ン
ス
が
な
い
と
猿

や
鹿
な
ど
野
生
動
物
が
入
る
。

隣
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

か
ら
ボ
ー
ル
が
飛
ん
で
き
て

危
険
を
伴
い
な
が
ら
活
動
し

て
い
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
だ

け
で
な
く
他
に
も
あ
り
環
境

整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
長

　
　

昭
和
44
年
、
今
か
ら
53

年
前
に
整
備
さ
れ
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
毎
年
、
故
障

個
所
を
整
備
、
エ
ア
コ
ン
設

備
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
環

境
整
備
、
一
人
１
台
の
パ
ソ

コ
ン
の
配
備
な
ど
進
め
て
き

た
。

　

フ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、

以
前
と
同
じ
フ
ェ
ン
ス
に
す

る
か
防
球
ネ
ッ
ト
に
す
る
か

現
状
を
見
な
が
ら
、
効
率
的
、

効
果
的
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
現
在
検
討
し
て
い
る
。
他

の
壊
れ
た
場
所
の
修
繕
な
ど

優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て

は
毎
年
１
面
ず
つ
土
の
入
れ

替
え
を
行
い
、
使
い
や
す
く

整
備
し
て
い
る
。
維
持
管
理

を
お
願
い
し
た
い
。

多賀中３年

鈴木 優衣さん

すず　き ゆ　い

　
　

街
灯
が
多
く
明
る
い
道

と
、
街
灯
が
少
な
く
暗
い
道

が
あ
る
。
ど
の
道
も
明
る
く

安
全
な
道
が
良
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
通
学
路
に
歩
道
が

な
い
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。

町
が
取
り
組
ん
で
い
る
安
全

な
町
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
課
長

　
　

安
全
な
町
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
町
の
多
く
の
取
り

組
み
の
中
で
も
最
も
大
切
な

取
り
組
み
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
　

道
路
の
街
灯
や
通

学
路
の
歩
道
の
問
題
も
、
生

活
す
る
中
で
の
１
つ
の
安
全

で
あ
り
、
安
心
感
を
生
む
も

の
だ
と
思
う
。
特
に
毎
日
小

学
生
が
通
う
通
学
路
に
つ
い

て
は
、
毎
年
「
多
賀
町
通
学

路
安
全
推
進
会
議
」
を
開
催

し
、
安
全
に
つ
い
て
の
協
議

を
し
て
い
る
。

　

ま
た
会
議
の
関
係
者
が
通

学
路
の
危
な
い
と
こ
ろ
を
歩

い
て
、
安
全
な
通
学
路
に
す

る
方
法
等
を
考
え
実
行
し
て

い
る
。
道
路
に
歩
道
の
な
い

と
こ
ろ
や
、
街
灯
の
少
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。
自
分
自
身

が
危
な
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ

や
、
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち

が
通
学
す
る
の
に
危
な
い
と

感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

保
護
者
や
学
校
の
先
生
に
伝

え
、
皆
さ
ん
と
共
に
安
全
な

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

多賀小６年

大町 辿さん

おお まち てん

　
　

多
賀
町
の
人
口
を
増
や

す
た
め
の
取
り
組
み
が
見
え

て
い
な
い
の
で
、
具
体
的
な

取
り
組
み
が
あ
れ
ば
知
り
た

い
。

　

ま
た
、
小
学
生
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
問
う
。

町
長

　
　

多
賀
町
は
高
齢
化
率
が

高
く
、
３
分
の
１
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
大
型
(
90
軒
程
度
)
や
20

〜
30
軒
程
度
の
住
宅
開
発
が

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
多
賀

町
で
あ
れ
ば
土
地
が
売
れ
家

を
建
て
て
も
ら
え
る
と
判
断

し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

多
賀
町
が
最
初
に
子
育
て
、

教
育
へ
の
支
援
、
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
に
取

り
組
ん
だ
結
果
だ
と
思
う
。 　

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
は
、
滋
賀
県
で
１
番
に

取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
乳
幼

児
に
紙
お
む
つ
の
支
援
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
等
、

多
賀
町
は
子
育
て
に
熱
心
な

町
と
認
識
さ
れ
た
の
か
な
と

思
っ
て
い
る
。
併
せ
て
来
年

の
秋
頃
に
は
、
中
央
公
民
館

の
隣
に
公
園
を
造
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
皆

さ
ん
が
自
分
の
住
む
多
賀
に

誇
り
を
持
ち
、
学
校
づ
く
り
、

友
達
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

大滝小６年

富永 虹悠さん

とみ なが に　　ゆ

　
　

絵
馬
通
り
は
こ
こ
数
年
、

工
事
が
行
わ
れ
、
椅
子
な
ど

が
造
ら
れ
、
広
か
っ
た
道
路

は
狭
く
な
り
、
自
動
車
、
自

転
車
、
観
光
客
、
通
学
者
等

に
交
通
事
故
が
起
こ
ら
な
い

か
心
配
で
あ
る
。
町
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

地
域
整
備
課
長

　
　

絵
馬
通
り
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

の
６
年
間
で
工
事
し
た
。
そ

の
中
で
、
多
賀
大
社
横
か
ら

か
ぎ
楼
さ
ん
ま
で
の
区
間
、

道
路
の
中
に
ベ
ン
チ
や
ボ
ラ

ー
ド
を
多
数
設
置
し
た
。

　

整
備
前
は
、
幅
員
が
広
く

道
路
脇
に
駐
車
す
る
車
が
多

く
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
通

行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
。

　

改
修
後
は
、
道
路
脇
側
溝

に
蓋
を
し
、
道
路
幅
を
拡
幅

し
た
上
、
自
動
車
が
走
行
し

に
く
く
す
る
た
め
に
ベ
ン
チ

や
ボ
ラ
ー
ド
を
設
置
し
た
。

そ
の
結
果
、
道
路
脇
に
駐
車

で
き
に
く
く
な
り
、
歩
行
者

が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
自
動

車
に
つ
い
て
は
、
走
行
し
に

く
く
な
っ
た
分
、
速
度
を
出

せ
な
く
な
り
歩
行
者
や
自
転

車
に
対
し
注
意
を
払
い
な
が

ら
走
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

併
せ
て
、
多
賀
大
社
を
訪
れ

る
観
光
客
が
絵
馬
通
り
を
散

策
し
、
賑
わ
い
の
あ
る
町
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

多賀中１年

曽我 洸至さん

そ　が こう じ

　
　

手
紙
で
つ
な
が
ろ
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
独
居
老
人

に
手
紙
を
書
く
取
り
組
み
に

参
加
し
た
。
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
た
よ
う
な
の
で
、
子
ど

も
と
高
齢
者
が
一
緒
に
な
っ

て
触
れ
合
う
施
設
を
造
る
計

画
は
な
い
か
問
う
。

福
祉
保
健
課
長

　
　

小
学
校
の
皆
さ
ん
が
書

い
て
い
た
だ
い
た
手
紙
は
、

地
域
の
民
生
委
員
の
方
々
が
、

主
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
小

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。

　

次
に
子
ど
も
と
高
齢
者
が

触
れ
合
う
機
会
を
増
や
す
に

は
、
各
集
落
で
定
期
的
に
開

催
さ
れ
て
い
る
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
が
あ
り
ま
す
。
体
操

を
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
交
流
を
は
か
る
場

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
人

と
人
の
交
流
が
制
限
さ
れ
て

お
り
大
変
残
念
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

 

子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
が

一
緒
に
な
っ
て
触
れ
合
う
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
現

在
計
画
は
な
い
が
、
既
に
あ

る
施
設
や
地
域
で
の
活
動
を

有
効
活
用
す
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
と
高
齢
者
が
触
れ
合
う

機
会
を
増
や
す
こ
と
は
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。

多賀小６年

夏原 優衣さん

なつ はら ゆ　い

大
滝
小
学
校
の

存
続
に
つ
い
て

大
滝
小
学
校
区
の

地
域
お
こ
し
に
つ
い
て

広
報
等
若
年
層
向
け

工
夫
に
つ
い
て

活
動
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

安
全
な
町
づ
く
り

に
つ
い
て

多
賀
町
の
人
口
増
加

に
つ
い
て

絵
馬
通
り
の
交
通
事
故

対
策
に
つ
い
て

誰
も
が
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
に
つ
い
て



町
政
を
問
う

子
ど
も
議
会
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一
般
家
庭
で
は
ご
み
を

燃
や
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
条
例
が
あ
る
。
よ
く
稲
を

刈
っ
た
秋
頃
に
、
農
家
の
人

が
田
ん
ぼ
で
稲
わ
ら
を
燃
や

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
例
外
措
置
に
該
当
す

る
可
能
性
も
あ
る
が
、
ど
う

考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

産
業
環
境
課
長

　
　

野
焼
き
は
廃
棄
物
の
処

理
や
清
掃
に
関
す
る
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
田

ん
ぼ
で
稲
わ
ら
を
燃
や
す
こ

と
や
あ
ぜ
の
草
を
燃
や
す
こ

と
は
、
農
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い
行
為
と
し
て

禁
止
さ
れ
て
い
る
野
焼
き
の

行
為
の
例
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
国
や
地
方
公

共
団
体
が
河
川
や
道
路
の
管

理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃

棄
物
の
焼
却
、
災
害
の
予
防

や
災
害
発
生
時
の
応
急
対
策

の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の

焼
却
、
風
俗
習
慣
上
の
行
事

や
宗
教
上
の
行
事
の
た
め
に

必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
や
た
き
火

等
の
軽
微
な
廃
棄
物
の
焼
却

が
例
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

例
外
行
為
で
あ
っ
て
も
、

近
隣
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な

い
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、

む
や
み
に
焼
却
し
て
も
い
い

わ
け
で
な
く
、
で
き
る
限
り

燃
や
す
ご
み
と
し
て
、
ご
み

収
集
日
に
出
す
よ
う
に
お
願

い
す
る
。

　

子
ど
も
議
員
10
名
の
皆
さ

ま
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
の
開
催
に
当

た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
方
々
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
賀
町
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
町
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
、
ま
た
、
地
域
の

課
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
疑

問
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
質

問
し
た
り
提
案
し
た
り
す
る

こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
る

こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
視
点
で
し
か
考

え
つ
か
な
い
質
問
な
ど
、
聞

い
て
い
て
う
れ
し
く
、
感
動

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
議
会
に

関
心
を
持
ち
、
町
議
会
の
仕

事
を
少
し
で
も
理
解
い
た
だ

き
、
多
賀
町
発
展
の
た
め
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
、
講
評
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

多賀中２年

教野 実桜さん

きょう の み　 お

　
　

我
が
家
で
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
し
て
い
る
。
納
税

額
に
合
わ
せ
て
返
礼
品
が
届

き
ま
す
。
自
分
が
納
税
し
た

お
金
の
使
い
道
が
選
べ
る
の

で
、
よ
く
考
え
て
納
税
し
て

い
る
。
多
賀
町
の
税
金
の
使

い
道
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

副
町
長

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

制
度
で
、
多
く
の
人
が
自
分

の
育
っ
た
自
治
体
か
ら
、
教

育
や
医
療
な
ど
の
多
く
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
。
そ

の
後
、
進
学
や
就
職
で
育
っ

た
自
治
体
を
離
れ
新
し
い
自

治
体
に
納
税
し
て
い
る
。
自

分
を
育
て
て
く
れ
た
自
治
体

に
、
自
分
の
意
志
で
税
金
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

と
し
て
始
ま
っ
た
。
多
賀
町

で
は
、
３
年
度
約
１
７
８
５

万
円
の
納
付
を
い
た
だ
い
た
。

使
い
道
は
、
子
育
て
支
援
、

福
祉
、
環
境
保
全
事
業
、

小
・
中
学
校
へ
の
教
育
ま
た

は
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
振
興

に
関
す
る
事
業
、
産
業
ま
た

は
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事

業
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
町
民

の
方
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
に
は
、
何
が
一
番
必

要
な
の
か
を
考
え
、
税
金
の

使
い
道
を
考
え
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
有
効
な
税
金
の
使

い
方
を
検
討
し
て
い
く
。

多賀中３年

前川 緋里さん

まえ がわ あか　り

松
居
議
会
議
長

講
評

9月定例会

を
問
う

町
政
を
問
う

質 問 事 項 ページ

一般質一般質問って?一般質問って?

議
員
の
日
常
活
動
と

議
員
の
日
常
活
動
と

調
査
・
研
究
・
住
民

調
査
・
研
究
・
住
民

の
声
や
自
身
の
考
え

の
声
や
自
身
の
考
え

方
を
も
と
に
、
町
長

方
を
も
と
に
、
町
長

や
教
育
長
な
ど
の
方

や
教
育
長
な
ど
の
方

針
を
問
う
も
の
で
す
。

針
を
問
う
も
の
で
す
。

◎町道２０２号線「霜ヶ原富之尾線」の整備は

○避難所、特に体育館の環境は

◎町道久徳中川原線の交通安全対策は

◎大雨による被害への対応は

○今後の地域包括支援センターの役割と対策は

○新型コロナウイルス感染者の増加による対応は

◎転作農地にかかる獣害対策は

◎インボイス(適格請求書)制度導入の影響は

○デジタル関連法による個人情報保護条例の改廃は

○持続可能な林業政策は

◎肥料費など助成は

○使用済み乾電池の対応は

◎発熱外来の現状は

○住民情報の管理の現状は

○こども園開設で使用済み紙おむつの保護者持ち帰りは

◎ＩＣＴを活用した政策形成は

○所有者不明土地の現状は

◎子育て中の保護者さんへのケアは

○「多賀町文化財保存活用地域計画」の進捗と今後は

■ 神細工 宗宏
かみ ざい く　　むね ひろ

（注）〇印の内容は掲載しておりません。

９９
人
が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問

■ 近藤　 勇
こん どう　　    いさむ

■ 山口 久男
やま ぐち　ひさ　お

■ 木下 茂樹
きのした　 しげ　き

■ 川添 武史
かわ ぞえ     たけ し

■ 清水 登久子
し　みず　　と　く　 こ

■ 大橋 富造
おお  はし      とみ ぞう

■ 菅森 照雄
すが もり　 てる　お

■ 川岸 真喜
かわ ぎし　 まさ　き

野
焼
き
に
つ
い
て

税
金
に
つ
い
て
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町
道
久
徳
中
川
原
線
は
、

平
成
27
年
３
月
に
供
用
開
始

さ
れ
、
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯

の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　

交
通
量
の
増
大
に
よ
り
交

通
事
故
も
多
発
し
て
い
る
。

　

今
日
ま
で
16
件
の
人
身
事

故
が
発
生
。
う
ち
13
件
が
月

之
木
大
橋
南
詰
め
交
差
点
で

発
生
。
示
談
物
損
事
故
と
し

て
処
理
さ
れ
た
件
数
を
合
わ

せ
る
と
、
約
３
倍
と
言
わ
れ

て
い
る
。
死
亡
事
故
に
な
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
事
故
も

目
撃
し
て
い
る
。
一
旦
停
止

の
標
識
は
あ
る
も
の
の
、
止

ま
ら
ず
に
通
過
す
る
車
も
あ

り
、
主
な
事
故
原
因
と
し
て

出
会
い
頭
の
事
故
と
言
わ
れ

て
い
る
。
尊
い
人
命
が
奪
わ

れ
る
前
に
対
策
が
必
要
と
考

え
る
。

　
　

①
　

事
故
状
況
の
把
握

は②
　

対
策
は
考
え
て
い
る
か

地
域
整
備
課
長

　
　

①
　

出
会
い
頭
の
事
故

が
多
い
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
久
徳
多
賀
線
と
久
徳
中

川
原
線
と
も
に
２
車
線
道
路

で
、
直
進
方
向
の
見
通
し
が

良
く
、
交
差
点
に
気
付
か
ず

通
過
す
る
の
で
は
な
い
か
と

推
察
す
る
。

②
　

双
方
に
標
識
や
路
面
標

示
を
使
い
、
交
差
点
の
存
在

を
周
知
さ
せ
る
こ
と
や
、
事

故
多
発
地
点
の
標
識
な
ど
危

険
ゾ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
を
促

し
て
い
き
た
い
。

地
域
整
備
課
長

　
　

②
　

湖
東
土
木
事
務
所

の
予
算
も
少
な
く
、
一
気
に

は
対
応
で
き
な
い
。
今
年
度

は
、
上
流
部
の
河
川
内
の
樹

木
伐
採
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
集
落
に
お
け
る
河

川
愛
護
事
業
と
し
て
、
今
年

度
よ
り
多
賀
区
に
お
い
て
四

手
川
の
川
ざ
ら
え
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

る
、
四
手
川
の
河
川
改
修

(
除
草
な
ら
び
に
浚
渫
等
)

予
定
に
つ
い
て

産
業
環
境
課
長

　
　

①
　

有
害
鳥
獣
駆
除
業

務
実
施
中
は
、
少
な
く
と
も

例
年
３
０
０
頭
以
上
の
シ
カ

を
捕
獲
し
て
い
た
。
し
か
し
、

業
務
停
止
中
に
シ
カ
の
生
息

数
が
増
加
し
、
農
作
物
へ
の

被
害
が
拡
大
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　

現
在
、
有
害
鳥
獣
駆
除
業

務
の
再
開
は
、
滋
賀
県
猟
友

会
彦
根
支
部
に
委
託
し
、
獣

道
へ
の
く
く
り
罠
の
設
置
等

９
月
中
を
目
途
に
進
め
て
い

る
。
加
害
個
体
を
駆
除
す
る

だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
の

緩
衝
帯
整
備
の
推
進
な
ど
も

併
せ
て
実
施
し
て
い
く
。

　

４
年
６
月
議
会
に
お
い
て

質
問
し
た
獣
害
対
策
に
つ
い

て
再
度
質
問
す
る
。

　

サ
ル
に
つ
い
て
は
、
多
数

駆
除
を
し
て
い
た
だ
い
た
結

果
、
あ
る
程
度
被
害
は
減
少

し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
シ
カ
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
が
急
増
し
て

い
る
。
シ
カ
は
作
物
の
新
芽

を
食
べ
て
根
だ
け
を
残
す
こ

と
か
ら
作
物
と
し
て
成
長
し

な
い
。
転
作
作
物
で
あ
る
大

豆
、
ソ
バ
の
被
害
が
、
八
重

練
、
四
手
、
大
岡
、
久
徳
地

域
で
多
数
発
生
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
次
の
２
点
に
つ
い

て
問
う
。

　
　

①
　

今
後
の
シ
カ
の
駆

除
な
ら
び
に
時
期
に
つ
い
て

②
　

シ
カ
の
獣
道
と
思
わ
れ

転
作
農
地
に
か
か
る
獣
害
対
策
は

　

駆
除
業
務
再
開
9
月
中
を
目
途
に

近
藤 

 

勇

こ
ん 

ど
う
　
　
　

  

い
さ
む

　
　

今
年
も
日
本
各
地
で
記

録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
大
き

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　

滋
賀
県
内
で
も
８
月
に
は

長
浜
市
で
、
高
時
川
が
氾
濫

し
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
に
は
近
江
八

幡
市
で
地
下
道
が
冠
水
し
、

高
齢
の
女
性
が
溺
れ
亡
く
な

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
た
。

　

多
賀
町
に
お
い
て
も
、
昨

年
８
月
に
多
賀
区
で
水
路
等

が
溢
れ
床
下
浸
水
が
発
生
し

て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
ケ
ア

は
何
も
な
く
、
毎
日
不
安
な

気
持
ち
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
、
今
後
お
こ
り

う
る
大
雨
等
へ
の
対
策
は

町
長

　
　

指
摘
の
場
所
は
、
多
賀

大
社
前
駅
の
北
側
と
福
祉
会

館
信
号
付
近
、
そ
の
下
の
町

道
と
の
交
差
点
、
融
雪
水
の

井
戸
が
あ
る
付
近
と
認
識
し

て
い
る
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
が
現
地

を
確
認
し
、
今
後
の
対
策
を

検
討
し
た
。
多
賀
大
社
前
駅

北
側
に
つ
い
て
は
、
上
流
か

ら
の
水
の
一
部
を
、
他
の
水

路
へ
振
り
替
え
る
工
事
を
行

っ
た
。

　

ま
た
、
融
雪
水
井
戸
付
近

は
、
農
業
用
水
路
で
あ
り
、

多
賀
区
に
お
い
て
農
業
用
水

路
と
し
て
の
管
理
の
徹
底
を

お
願
い
し
た
い
。
福
祉
会
館

信
号
付
近
は
、
県
道
沿
い
の

側
溝
に
一
部
狭
い
と
こ
ろ
が

あ
り
、
県
に
県
道
の
水
路
と

し
て
改
修
を
お
願
い
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
雨
水
排
水

路
の
整
備
の
必
要
性
は
十
分

認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
芹

川
、
犬
上
川
、
太
田
川
な
ど

の
１
級
河
川
へ
十
分
な
水
量

を
流
す
た
め
の
大
き
な
排
水

路
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　

長
期
的
に
は
、
国
道
８
号

線
バ
イ
パ
ス
の
計
画
が
示
さ

れ
た
こ
と
や
土
地
利
活
用
も

視
野
に
入
れ
抜
本
的
な
全
体

の
排
水
路
計
画
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

大雨による被害への対応は
　抜本的な排水路計画を進める必要がある

　

町
道
２
０
２
号
線
霜
ヶ
原

と
富
之
尾
を
結
ぶ
２
級
町
道

で
す
が
、
全
長
約
２
.
１
㎞

の
富
之
尾
側
の
約
９
０
０
ｍ

が
未
舗
装
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
。

　

全
面
舗
装
が
完
了
す
れ
ば
、

災
害
発
生
時
の
迂
回
路
と
し

て
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
と

共
に
、
霜
ヶ
原
地
区
や
上
流

の
佐
目
・
南
後
谷
・
大
君
ケ

畑
の
方
に
も
、
時
間
短
縮
や

燃
費
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
出
て
き
ま
す
。

　
　

①
　

こ
の
町
道
は
い
つ

か
ら
改
修
が
始
ま
り
、
い
つ

か
ら
現
状
の
状
態
で
停
滞
し

て
い
る
の
か

②
　

な
ぜ
完
全
舗
装
を
し
な

い
の
か
、
ま
た
は
で
き
な
い

理
由
が
あ
る
の
か

③ 

道
路
整
備
に
よ
り
利
用

す
る
車
両
が
増
え
、
事
業
に

か
か
る
費
用
以
上
に
経
済
の

発
展
や
地
域
振
興
に
よ
り
得

ら
れ
る
効
果
が
上
回
る
こ
と

が
事
業
の
目
的
と
し
て
お
り
、

そ
の
こ
と
が
結
果
的
に
温
室

ガ
ス
の
排
出
量
や
、
化
石
燃

料
の
消
費
削
減
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
が
優
先
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

③
　

今
ま
で
、
町
道
を
検
討

す
る
時
に
、
利
便
性
以
外
に
、

環
境
を
意
識
し
た
考
え
の
有

無
は

地
域
整
備
課
長

　
　

①
　

平
成
11
年
度
よ
り

工
事
に
着
手
し
、
平
成
16
年

度
ま
で
の
工
事
を
終
え
、
平

成
17
年
度
以
降
は
休
止
し
て

い
る
。

② 

事
業
区
間
が
壺
地
先
に

さ
し
か
か
り
、
用
地
へ
の
協

力
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

事
業
休
止
の
要
望
が
出
さ
れ
、

そ
の
後
、
町
外
業
者
に
よ
る

大
規
模
な
不
法
投
棄
や
、
油

の
流
出
事
件
が
あ
っ
た
。

　

道
路
整
備
が
進
む
こ
と
で

同
様
な
事
案
発
生
の
不
安
か

ら
、
富
之
尾
区
側
で
は
事
業

再
開
の
要
望
は
出
て
い
な
い
。

町
道
２
０
２
号
線「
霜
ヶ
原
富
之
尾
線
」の
整
備
は

　

富
之
尾
区
側
で
は
事
業
再
開
の
要
望
は
出
て
い
な
い

神
細
工 

宗
宏

か
み
ざ
い
く
　

　

む
ね

ひ
ろ

菅森 照雄
すが　もり　　　てる　 お

町道久徳中川原線の交通安全対策は
　事故多発地点の標識など危険ゾーンの周知

川添 武史
かわ　ぞえ　　 たけ　　し

壺地先壺地先壺地先

月之木大橋南詰め交差点月之木大橋南詰め交差点月之木大橋南詰め交差点捕獲檻捕獲檻捕獲檻
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確保が望まれる検査キット確保が望まれる検査キット確保が望まれる検査キット

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
影
響
で
、
米
飯
の
消
費

減
少
か
ら
米
価
下
落
と
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な

ど
か
ら
地
下
資
源
の
高
騰
と

円
安
が
重
な
り
、
肥
料
価
格

は
前
年
比
１
・
４
倍
以
上
、

上
昇
し
て
い
る
。

　

国
内
の
穀
物
価
格
は
、
国

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
コ
ス

ト
に
価
格
転
嫁
出
来
な
い
宿

命
か
ら
、
農
業
経
営
は
非
常

に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

当
町
は
中
山
間
地
域
で
、

将
来
の
農
政
に
与
え
る
影
響

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
独
自

の
上
乗
せ
補
助
金
が
必
要
で

す
。
今
年
は
、
町
独
自
の
米

生
産
の
正
規
流
通
に
対
し
、

５
０
０
円
／
30
㎏
の
助
成
金
、

農
業
用
大
型
特
殊
免
許
取
得

助
成
金
、
担
い
手
・
営
農
組

合
の
農
業
機
械
購
入
補
助
金

な
ど
、
町
独
自
の
助
成
・
補

助
金
に
農
業
者
は
感
謝
し
て

お
り
ま
す
が
、
刻
々
と
変
動

す
る
状
況
変
化
に
一
層
の
対

応
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
　

①
　

農
業
資
材
、
肥
料
・

農
薬
と
燃
油
高
騰
の
最
新
情

報
は

②
　

水
稲
耕
作
の
更
な
る
補

助
金
増
額
は

産
業
環
境
課
長
　
　

　
　

①
　

農
業
生
産
資
材
価

格
指
数
は
８
・
５
％
上
昇
と

な
っ
て
い
る
。

　

無
機
質
の
単
肥
は
27
％
、

高
度
化
成
36
％
、
除
草
剤
７

％
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
資
材

８
％
、
軽
油
に
お
い
て
は
12

％
の
前
年
同
月
比
上
昇
と
な

っ
て
い
る
。

②
　

補
助
額
は
10
　

ha
当
り
の

必
要
肥
料
を
試
算
し
、
平
均

化
し
て
算
出
す
る
。

　

来
年
春
肥
は
、
情
勢
変
化

に
伴
い
高
騰
し
て
い
る
状
況

か
ら
、
来
年
５
月
ま
で
の
購

入
肥
料
に
対
し
、
前
年
度
比

増
加
額
の
７
割
を
国
が
支
援

す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

大
切
に
」
、
住
民
に
寄
り
添

っ
た
便
利
さ
と
温
か
さ
を
大

切
に
し
、
デ
ジ
タ
ル
の
推
進

も
進
め
て
行
く
。

学
校
教
育
課
長

③
　

学
習
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
を
利
用
し
な
が
ら
の
勉
強

に
は
多
く
の
子
ど
も
が
捉
わ

れ
て
お
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

活
用
意
欲
は
高
い
。

④
　

学
校
の
教
員
の
情
報
共

有
や
時
間
短
縮
の
一
環
と
し

て
「
ム
ー
ブ
ノ
ー
ト
」
と
い

う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
の

意
見
の
集
約
を
短
時
間
で
行

う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
分
、

話
し
合
い
活
動
の
時
間
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
学
習
の
充

実
が
出
来
て
い
ま
す
。

町
長

　
　

①
　

第
６
次
多
賀
町
総

合
計
画
で
の
行
政
運
営
に
お

い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

行
政
の
効
率
化
を
基
本
方
針

に
掲
げ
、
情
報
の
一
元
化
、

事
務
の
効
率
を
図
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

内
部
的
に
は
ロ
ゴ
チ
ャ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
職
員

間
の
情
報
伝
達
、
情
報
の
履

歴
を
残
す
こ
と
で
正
確
な
業

務
の
引
継
ぎ
、
共
有
化
を
図

り
Ａ
Ｉ
「
人
口
知
能
」
を
活

用
し
て
手
書
き
の
書
面
を
自

動
読
み
込
み
の
電
子
化
、
会

議
の
音
声
記
録
の
自
動
化
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
事
務
の
効

率
化
を
図
っ
て
い
る
。

②
　

行
政
運
営
の
基
本
は
、

「
目
で
見
て
お
話
す
る
」

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

　

令
和
の
新
し
い
時
代
に
、

急
速
に
伸
び
て
き
た
こ
の

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
と
い
う
ワ
ー
ド

は
、
情
報
伝
達
技
術
を
意
味

す
る
も
の
で
地
域
課
題
の
解

決
に
役
立
ち
、
や
り
方
を
変

え
私
た
ち
の
生
活
や
職
場
を

大
き
く
変
え
て
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
自
治
体
の
仕
事
に

は
、
や
り
方
を
変
え
政
策
的

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　
　

①
　

町
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」

の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
は

②
　

33
・
５
％
の
高
齢
化
率

の
中
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
不

得
意
の
高
齢
者
に
情
報
格
差

を
出
さ
な
い
対
応
は

③
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
現
状
は

④
　

教
職
員
の
働
き
方
改
革

の
一
助
に
な
っ
て
い
る
か

I
C
T
を
活
用
し
た
政
策
形
成
は

　

学
習
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
る

　

コ
ロ
ナ
の
第
７
波
は
、
９

月
中
旬
頃
か
ら
感
染
者
は
次

第
に
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、

発
熱
外
来
は
予
約
制
で
、
電

話
が
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が

多
い
。

 

ま
た
、
受
付
開
始
か
ら
10

分
程
度
で
予
約
枠
が
埋
ま
り

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
た
ど
り
着
け

な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

発
熱
外
来
の
受
診
条
件
が

「
37
・
５
度
以
上
で
抗
原
検

査
が
陽
性
で
あ
る
こ
と
」
を

条
件
に
し
て
い
る
た
め
に
、

門
前
払
い
も
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

　

ま
た
、
抗
原
キ
ッ
ト
の
入

手
も
難
し
い
と
聞
き
ま
す
。

　
　

①
　

発
熱
外
来
を
開
設

し
て
い
る
病
院
は
ど
こ
か

②
　

一
日
の
受
診
枠
は
何
人

③
　

病
院
に
よ
っ
て
な
ぜ
受

診
に
条
件
が
設
け
ら
れ
て
い

る
の
か

福
祉
保
健
課
長

　
　

①
彦
根
市
立
病
院
、
友

仁
山
崎
病
院
、
彦
根
中
央
病

院
、
豊
郷
病
院
の
４
病
院
。

②
　

１
病
院
で
は
一
日
固
定

の
受
診
枠
を
決
め
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
後
の
３
病

院
は
発
熱
外
来
で
の
一
日
の

診
察
や
検
査
が
で
き
る
枠
に

つ
い
て
は
、
そ
の
日
の
診
察

事
情
や
従
事
で
き
る
医
師
な

ど
の
配
置
に
よ
っ
て
変
動
が

出
て
く
る
と
の
回
答
で
し
た
。

③
　

感
染
の
状
況
や
診
療
体

制
に
よ
り
、
そ
の
受
診
条
件

は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
一
方
、
軽
度
の
方
や

検
査
目
的
で
の
受
診
が
増
え

る
と
、
本
来
治
療
が
必
要
な

患
者
さ
ん
の
診
察
が
遅
れ
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
無
症
状

の
方
や
軽
度
の
方
に
つ
い
て

は
、
状
況
に
よ
っ
て
は
医
師

の
判
断
で
、
診
察
や
検
査
を

断
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

発熱外来の現状は
　圏域４病院で開設

木下 茂樹
きの　した　　 しげ　　き

　

来
年
10
月
か
ら
導
入
が
予

定
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

中
小
零
細
事
業
者
で
は
ま
だ

ま
だ
準
備
が
進
ん
で
な
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
に
登
録
し
て
課

税
業
者
に
な
る
と
、
多
額
の

消
費
税
の
負
担
が
発
生
す
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
国
に

対
し
、
制
度
の
中
止
、
凍
結
、

延
期
を
求
め
る
こ
と
か
ら
以

下
の
５
点
に
つ
い
て
質
問
す

る
。

　
　

①
　

町
内
小
規
模
事
業

者
へ
の
影
響
と
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
導
入
に
つ
い
て
の
認
識

は②
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
運
営
お
よ
び
会
員
へ
の

影
響
は

③
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
運
営
費
の
支
援
は

が
増
え
る
」
こ
と
に
つ
な
が

る
と
な
る
と
い
う
意
味
だ
と

思
う
。

②
　

シ
ル
バ
ー
の
会
員
へ
支

払
わ
れ
る
配
分
金
に
は
、
消

費
税
を
利
益
と
し
て
受
け
入

れ
て
い
る
の
が
実
態
の
よ
う

だ
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
移

行
し
た
場
合
に
は
、
消
費
税

を
控
除
す
る
こ
と
か
ら
、
実

質
賃
金
は
減
る
こ
と
と
な
る
。

③
　

運
営
費
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
現
在
も
、
一
定
補
助

金
(
４
年
１
０
０
０
万
円
)

を
交
付
し
て
お
り
、
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
の
措
置
と
し

て
の
補
助
金
増
額
に
つ
い
て

は
、
考
え
て
い
な
い
。

④
⑤
　

必
要
な
業
務
は
、
今

ま
で
通
り
発
注
先
と
し
て
の

審
査
を
行
い
な
が
ら
発
注
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

④
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
の
町
か
ら
の
委
託
業
務

へ
の
影
響
は

⑤
　

町
事
業
に
お
け
る
取
引

事
業
者
の
関
係
に
つ
い
て
、

仕
入
れ
税
額
控
除
の
適
用
を

受
け
る
た
め
の
対
応
は

副
町
長

　
　

①
　

１
年
の
売
り
上
げ

が
１
０
０
０
万
円
以
下
の
小

規
模
事
業
者
は
、
基
本
消
費

税
は
免
除
さ
れ
て
い
る
。
１

０
０
０
万
円
超
え
の
売
り
上

げ
が
あ
る
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
と
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
(
適

格
請
求
書
)
を
発
行
す
る
事

業
者
に
な
る
と
、
今
ま
で
免

除
さ
れ
て
い
た
消
費
税
の
納

付
義
務
が
発
生
し
、
議
員
質

問
の
と
お
り
「
新
た
な
負
担

イ
ン
ボ
イ
ス（
適
格
請
求
書
）制
度
導
入
の
影
響
は

　

消
費
税
の
納
付
義
務
が
発
生

山
口 

久
男

や
ま
　

ぐ
ち
　
　

 

ひ
さ
　
　

お

肥料費など助成は
　前年度から増加した肥料費の7割を支援

川岸 真喜
かわ　ぎし　　 まさ　 き

大
橋 

富
造

お
お
　

は
し

と
み
　

ぞ
う
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２
０
１
９
年
に
は
、
「
母

子
保
健
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
成
立
し
、
こ
の

「
産
後
ケ
ア
事
業
」
が
市
町

村
の
努
力
義
務
と
さ
れ
ま
し

た
。

　
　

①
　

こ
の
よ
う
な
国
の

動
き
や
状
況
の
中
、
産
後
ケ

ア
の
取
り
組
み
状
況
は

②
　

町
内
に
は
ケ
ア
を
す
る

た
め
の
宿
泊
で
き
る
施
設
は

③
　

親
子
が
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
、
手
厚
い
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
年
度

中
に
自
治
体
向
け
に
指
針
を

策
定
さ
れ
る
が
現
状
は

④
　

1
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん

の
人
数
を
把
握
し
て
い
る
か

福
祉
保
健
課
長

　
　

①
　

平
成
30
年
度
か
ら

「
産
後
ケ
ア
事
業
」
と
し
て
、

家
族
な
ど
か
ら
産
後
の
十
分

な
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、
育
児
へ
の
支
援
が
必

要
と
す
る
者
が
心
身
を
安
定

さ
せ
、
育
児
に
対
す
る
不
安

を
解
消
し
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
に
、
宿
泊

型
(
短
期
入
所
事
業
)
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
型
事
業
共
に
彦

根
市
中
央
町
の
神
野
レ
デ
ィ

ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
東
近
江

市
で
開
設
さ
れ
て
い
る
「
共

同
助
産
所 

お
産
子
の
家
」

に
事
業
委
託
し
て
い
る
。

②
　

宿
泊
施
設
だ
け
で
な
く

助
産
師
・
看
護
師
な
ど
専
門

的
な
支
援
体
制
も
必
要
な
こ

と
か
ら
産
院
に
委
託
し
て
い

る
。

③
　

既
に
始
ま
っ
て
お
り
、

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
産
後

ケ
ア
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
取
り
組
み
中
、
さ
ら

に
７
年
３
月
ま
で
に
産
後
ケ

ア
事
業
は
全
国
展
開
を
め
ざ

す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

④
　

町
内
の
1
歳
未
満
の
乳

児
は
、
９
月
１
日
現
在
で
51

名
で
す
。

子育て中の保護者へのケアは
　ガイドラインに沿って取り組み中

清水 登久子
し　みず　　　と　 く　 こ

　

６
月
28
日
午
前
10
時
か

ら
、
役
場
３
階
第
一
委
員

会
室
に
お
い
て
「
身
体
障

害
者
更
生
会
」
の
皆
さ
ん

と
、
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

防
災
の
現
状
と
今
後
の

方
針
に
つ
い
て

要
介
護
者
の
意
見
が

述
べ
ら
れ
る
場
づ
く
り
を

障
害
者
差
別
解
消
法

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
会
で
す
か

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
初
め
て
防

災
訓
練
に
参
加
、
ま
た
２
０

２
１
年
８
月
の
大
雨
警
報
の

時
は
、
ふ
れ
あ
い
の
郷
に
避

難
し
ま
し
た
。

　

体
験
か
ら
意
見
と
し
て
要

介
護
の
避
難
所
受
け
入
れ
に

は
、
介
護
人
同
伴
で
な
い
と

無
理
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

今
後
他
の
避
難
所
の
体
験
学

習
や
、
災
害
訓
練
の
実
施
を

望
み
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
の
郷
改
修
、
中

央
公
民
館
「
多
賀
結
い
の
森
」、

第
２
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

中
央
公
民
館
「
多
賀
結
い
の

森
」
で
は
障
が
い
者
駐
車
場

の
設
置
位
置
が
出
入
口
か
ら

遠
い
場
所
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
当
更
生
会
か
ら
も
申

し
入
れ
ま
し
た
が
変
更
は
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
で

す
。

　

今
、
計
画
中
の
都
市
公
園

に
も
、
要
介
護
者
の
意
見
も

反
映
さ
れ
た
公
園
づ
く
り
を

望
み
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
、
役
場
内
に
も
取

り
組
み
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

取
り
組
み
方
法
が
各
課
ご
と

に
異
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 

現
在
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
予

防
対
策
な
ど
の
対
応
で
大
変

か
と
思
い
ま
す
が
、
今
一
度

更
な
る
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

障
が
い
者
や
健
常
者
が
共

に
住
み
や
す
い
町
を
め
ざ
し

し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
人
権
研
修
を
年
１

回
、
年
明
け
に
外
部
講
師
を

招
き
実
施
し
て
い
る
。

　

町
内
の
会
員
は
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
つ
方
が
会
員
で
、

親
睦
を
図
る
た
め
、
歩
行
訓

練
を
兼
ね
て
バ
ス
に
て
研
修

旅
行
を
行
っ
た
り
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ボ
ッ
チ
ャ
等

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動
に
も

地
域
ご
と
に
ど
う
い
う

情
報
ま
で
も
っ
て
お
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か

多
賀
区
は
災
害
時
の
要

支
援
者
の
調
査
を
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
す
が

公
民
館
が
う
ま
く
活
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
規
則

が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
は

よ
び
し
通
信
の
チ
ラ
シ

が
時
々
入
り
ま
す
が
、

事
務
局
は
ど
こ
に

出
て
き
た
意
見
、
課
題
、

要
望
な
ど
書
面
に
書
き

き
れ
な
い
た
め
大
枠
の

み
記
載
し
ま
す

意
見
交
換
会

多
賀
町
身
体
障
害
者
更
生
会
 ６
　28

①

　

７
月
15
日
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
役
場
３
階
第
一

委
員
会
室
に
お
い
て
「
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
」
の
皆
さ
ん
と
、
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
午
後
２
時
か

ら
、
役
場
３
階
第
一
委
員

会
室
に
お
い
て
「
Ｙ
Ｏ
Ｂ

Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
皆
さ
ん
と
、
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

た
家
庭
に
対
し
て
、
命
の
バ

ド
ン
を
置
か
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

家
庭
の
冷
蔵
庫
に
マ
グ
ネ

ッ
ト
付
き
の
所
定
の
紙
に
、

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん

名
、
緊
急
の
場
合
の
連
絡
先
、

普
段
飲
ま
れ
て
い
る
お
薬
の

内
容
な
ど
を
書
い
て
も
ら
い
、

玄
関
先
に
は
救
急
隊
が
わ
か

る
標
示
シ
ー
ル
を
張
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
し
て

い
る
。

　

独
自
の
名
簿
、
台
帳
等
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
情
報
が

入
り
に
く
く
、
更
新
資
料
と

し
て
は
行
政
に
問
い
合
わ
せ

て
も
個
人
情
報
ま
で
は
提
出

さ
れ
な
い
た
め
、
普
段
は
自

ら
が
歩
い
て
確
認
し
て
い
る
。

　

個
人
情
報
保
護
の
法
律
に

よ
り
個
人
の
守
秘
義
務
化
の

中
で
個
人
情
報
が
あ
ま
り
入

っ
て
こ
な
い
た
め
、
転
入
、

転
出
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
多
く
訪
問
後
に
な
っ
て

わ
か
る
こ
と
が
多
い
。

　

高
齢
化
の
中
で
、
お
一
人

で
の
住
ま
い
を
さ
れ
て
い
る

家
庭
も
多
く
な
り
、
安
否
確

認
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は

難
し
い
事
も
多
く
、
情
報
の

把
握
で
悩
む
所
が
多
い
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
や
、

75
歳
以
上
の
家
庭
に
対
し
、

民
生
委
員
が
必
要
だ
と
感
じ

　

多
賀
区
は
人
口
も
増
え
、

高
齢
者
の
異
動
も
あ
り
、
な

か
な
か
把
握
が
難
し
い
。
こ

こ
で
も
個
人
情
報
の
問
題
も

あ
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
高
齢
者
へ
配
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
か
ら
の
情
報
は
民

生
委
員
に
は
入
っ
て
こ
な
い
。

①
　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
。

② 

１
人
の
受
け
持
つ
地
域

を
２
つ
、
３
つ
兼
務
は
活
動

が
難
し
く
把
握
で
き
な
い
点
。

③
　

通
学
路
の
安
全
対
策
・

谷
田
団
地
の
歩
道
。

④
　

障
が
い
者
に
対
す
る
支

援
・
買
い
物
弱
者
対
策
、
通

院
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
を

意
見
交
換
し
た
。

町
の
支
援
を

Ｙ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ル
ー
ツ
は

情
報
発
信
に
向
け
て
町

外
か
ら
多
賀
へ
移
住
し

て
も
若
者
に
は
わ
か
り

に
く
い
、
ま
た
発
信
が

弱
い
。
特
に
空
き
家
の

利
活
用
情
報
な
ど
若
い

世
代
に
は
不
親
切
で
は

何
が
一
番
の
課
題
で
す
か

命
の
バ
ト
ン
に
つ
い
て
は

　

新
公
民
館
設
立
を
考
え
る

「
多
賀
語
ろ
う
会
」
か
ら
生

ま
れ
た
の
が
始
ま
り
。

　

杉
の
子
さ
ん
の
カ
フ
ェ
、

Ｙ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
の
カ
フ
ェ

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

中
心
と
な
る
食
部
会
は
蓋
を

開
け
て
み
た
ら
、
あ
れ
も
ダ

　

よ
び
し
と
は
、
親
戚
や
ご

近
所
さ
ん
を
招
き
お
も
て
な

し
を
す
る
湖
東
地
方
の
方
言
。

　

文
化
庁
「
１
０
０
年
フ
ー

ド
」
に
「
よ
び
し
の
食
」
が

県
内
で
唯
一
認
定
さ
れ
た
。

　

他
自
治
体
は
町
を
あ
げ
て

認
定
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
そ
の
食

を
活
か
し
た
事
業
に
官
民
共

働
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

「
よ
び
し
の
食
」
を
記
録
・

保
存
・
伝
え
る
た
め
の
取
り

組
み
に
町
あ
げ
て
の
支
援
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た

「
本
」
な
ど
に
ま
と
め
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り

に
食
文
化
を
絡
め
た
支
援
を

願
い
た
い
。

　

所
管
の
担
当
部
署
へ
伝
え

て
お
き
ま
す
。

　

多
賀
町
立
文
化
財
セ
ン
タ

ー
内
に
あ
る
。

メ
こ
れ
も
ダ
メ
、
販
売
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
ダ
メ
と

使
い
勝
手
が
悪
い
な
と
思
う
。

意
見
交
換
会

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
 ７
　15

②

意
見
交
換
会

Ｙ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 ７
　21

③

内
に
あ
る



　

今
年
度
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
に
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
予

定
で
す
。
実
施
内
容
は
、
小
・

中
学
校
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
旧
営
林
所
の
改
装
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
、
環
境
省

か
ら
の
補
助
金
２
０
０
万
円

を
活
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

玄
関
横
に
カ
フ
ェ
等
を
楽

し
め
る
、
テ
ラ
ス
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
進

化
す
る
活
動
拠
点
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
活
動
拠
点
の
「
名
前
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
役
場

企
画
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

20議会広報 たが　２０２２年11月

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、「
子
ど
も
議
会
」

が
３
年
ぶ
り
に
、
７
月
29
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の

目
線
か
ら
、
各
議
員
の
鋭
い
質

問
、
再
質
問
も
あ
り
、
新
鮮
に

映
り
ま
し
た
。
　
　

　

特
に
、
学
校
内
や
日
頃
か
ら

見
て
感
じ
る
問
題
か
ら
、
町
づ

く
り
に
至
る
ま
で
、
正
面
か
ら

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
立
派
な

議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
賀
町
議
会
で
は
、
各
種
団

体
等
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
現
状
の
問
題
点
や
要
望
を

聞
き
取
り
、
議
会
と
し
て
反
映

で
き
る
よ
う
務
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
議
員
定
数
削
減
を
可

決
し
、
ス
リ
ム
で
質
の
高
い
議

会
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

わ
か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た

議
会
に
向
け
、
一
層
の
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　

木
下
　

茂
樹 

記

あ
さ 
ひ  

な

は
る
か

※日程は、変更になる場合があります。
（コロナ対策で制限する場合があります）
※座席は２１席あります。

議員や行政は、 どんなまちづくりを考えているのか、 直接、 見て、
聞くことができます。ぜひお越しください。

　

毎
月
２
回
販
売
し
て
い
る

『
お
お
た
き
給
食
弁
当
』
は
、

お
か
げ
さ
ま
で
毎
回
百
食
前

後
の
注
文
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
あ
り
が
た
い
事
で
す
。

　

最
近
で
は
お
弁
当
に
使
う

野
菜
を
、
多
賀
町
内
の
農
家

さ
ん
か
ら
直
接
仕
入
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
新
鮮
で

美
味
し
い
野
菜
を
、
お
弁
当

と
い
う
形
で
地
域
の
方
が
料

理
し
、
地
域
の
方
が
味
わ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
地
産
地
消
が

で
き
る
の
は
、
と
て
も
す
て

き
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

お
弁
当
づ
く
り
だ
け
で
な

く
、
野
菜
の
提
供
に
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
役
場
企
画
課
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

『
お
お
た
き
も
の
づ
く
り
ラ

ボ
』
は
、
小
・
中
・
高
校
生

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
や
レ

ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の

技
術
を
使
っ
て
、
安
全
に
楽

し
く
モ
ノ
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。

　

第
１
回
目
は
絵
馬
と
お
菓

子
づ
く
り
、
第
２
回
目
は
し

ゃ
も
じ
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
お
昼
ご
飯
も
み
ん
な
で

つ
く
っ
て
一
緒
に
食
べ
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
も
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
合
間

に
外
で
遊
ん
だ
り
、
ト
ラ
ン

プ
を
し
た
り
、
宿
題
を
教
え

て
も
ら
っ
た
り
し
て
交
流
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・初日に提案された議案を採決します。

１２月２０日（火）１３：３０～  定例会閉会

・町長が町政報告と議案提案を行う。

・議員が町政について質問します。

９：３０～  一般質問

９：３０～  定例会開会

１２月 ６日（火）
９：３０～  一般質問１２月 ７日（水）

１２月 ２日（金）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
紹
介

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
紹
介

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
紹
介

給
食
弁
当

給
食
弁
当

給
食
弁
当

お
お
た
き

も
の
づ
く
り
ラ
ボ
活
動

お
お
た
き

も
の
づ
く
り
ラ
ボ
活
動

お
お
た
き

も
の
づ
く
り
ラ
ボ
活
動

 

山
間
地
域
の
活
性
化

山
間
地
域
の
活
性
化

山
間
地
域
の
活
性
化

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　

  

朝
比
奈
　

遙
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